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周南市
しゅうなんし

では、近
ちか

くの下松市
くだまつし

、光市
ひかりし

や大
やま

和町
とちょう

、田布施町
たぶせちょう

、平生町
ひらおちょう

、上関町
かみのせきちょう

といっし

ょになって、毎
まい

年
とし

、中学生
ちゅうがくせい

を約
やく

50人
にん

、

外国
がいこく

へ派遣
はけん

しています。

派遣
はけん

というのは、ある目
もく

的
てき

をもってあ

る場
ば

所
しょ

へ人
ひと

を行
い

かせることですが、この

場
ば

合
あい

の目
もく

的
てき

は、中学生
ちゅうがくせい

の皆
みな

さんに、実際
じっさい

に外国
がいこく

に出
で

てもらい、自分
じぶん

の国
くに

だけでな

く、よその国
くに

のことを知
し

り、世界
せかい

に開
ひら

かれ

た目
め

や心
こころ

をもった人
ひと

になってもらうこと

です。

子
こ

どものころは、新
あたら

しい経験
けいけん

や、初
はじ

め

て見
み

たものなどに、感動
かんどう

を受
う

けやすく、そ

の後
ご

の人
じん

生
せい

に、大
おお

きな影響
えいきょう

をもつといわ

れています。

この派遣
はけん

は、周南市
しゅうなんし

だけでなく、他
ほか

の

市
し

や町
ちょう

が協力
きょうりょく

してお金
かね

や知
ち

恵
え

を

出
だ

し合
あ

って行
おこな

っているため、普
ふ

通
つう

の海
かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

ではできない盛
も

りだく

さんの経
けい

験
けん

をすることができます。

今
こ

年
とし

は、7月
がつ

21日
にち

から8月
がつ

11日
にち

ま

で、周南市
しゅうなんし

からは中
ちゅう

学
がく

生
せい

22人
にん

と

先
せん

生
せい

1
ひと

人
り

がカナダのコックイットラ

ム市
し

という所
ところ

に派
は

遣
けん

されます。

そこで、現
げん

地
ち

の家
か

庭
てい

にホームス

テイをします。平
へい

日
じつ

の午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

は現
げん

地
ち

の先
せん

生
せい

による英
えい

語
ご

の研修
けんしゅう

を受
う

け、午
ご

後
ご

は文
ぶん

化
か

施
し

設
せつ

の見
けん

学
がく

や市
し

役
やく

所
しょ

を訪
おとず

れたり、

スポーツや各種交流会
かくしゅこうりゅうかい

、先住民文化
せんじゅうみんぶんか

の学
がく

習
しゅう

などを行
おこな

います。また週末
しゅうまつ

には、ホス

トファミリー

（ホームステイ

でお世
せ

話
わ

にな

る家
か

族
ぞく

）との

自
じ

由
ゆう

行
こう

動
どう

で、ピ

クニックや日
ひ

帰
がえ

りや１泊
ぱく

の小
しょう

旅
りょ

行
こう

などを行
おこな

い、楽
たの

しい

思
おも

い出
で

もつくります。

英
えい

語
ご

の勉
べん

強
きょう

をするだけでなく、地
ち

域
いき

の

人
ひと

たちと交
こう

流
りゅう

し、外
がい

国
こく

の文
ぶん

化
か

にふれ、ま

た日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

を紹
しょう

介
かい

することで、日
に

本
ほん

の

良
よ

さや魅力
みりょく

を、あらためて感
かん

じることが

できます。

この事
じ

業
ぎょう

について、詳
くわ

しくは学
が

校
っこう

教
きょう

育
いく

課
か

10834―22―8543へお問
と

い合
あ

わせください。

●休日夜間急病診療所の案内など……………10834－22－0119

●熊毛地区休日当番医の案内…………………10833－92－0029

●消費生活相談…………………………………10834－22－8321

●子育ての悩み相談…徳山／10834－22－8553、新南陽／10834－

61－3091、熊毛／10833－92－0013、鹿野／10834－68－2332

●交通事故相談（周南警察署内）……………… 10834－32－4530

（周南西警察署内）…………… 10834－62－0110

●市民相談 ※生活上の悩み事など……………10834－22－8320

電話いんふぉめーしょん　表紙のことば

梅雨の合間の6月9日、大内保育園（徳山地域）の子どもたちが近

くにある西緑地公園の菖
しょう

蒲
ぶ

園
えん

に、満開のハナショウブを見にやって

来ました。万葉の時代から親しまれてき

たハナショウブ。今では約2,000もの品

種があると言われていますが、ここの菖
しょう

蒲
ぶ

園
えん

には約60種1万8,000株の花が咲

き来園者の目を楽しませてくれました。

豊ゆ
た

か
な
感か

ん

受じ
ゅ

性せ
い

を
は
ぐ
く
む

「
周
南
地
区
中
学
生
等

し
ゅ
う
な
ん
ち
く
ち
ゅ
う
が
く
せ
い
と
う

海
外
派
遣
事
業

か
い
が
い
は
け
ん
じ
ぎ
ょ
う

」

周南市
しゅうなんし

では、下
くだ

松
まつ

市
し

や光市
ひかりし

など

近
ちか

くにある市
し

や町
ちょう

といっしょに、毎
まい

年
とし

、子
こ

どもたちの国
こく

際
さい

理
り

解
かい

を深
ふか

める

ために、中学生
ちゅうがくせい

を海
かい

外
がい

へ派
は

遣
けん

して

います。

今
こん

回
かい

は、この海
かい

外
がい

派
は

遣
けん

について

説
せつ

明
めい

します。
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市では、今年４月から情報公開条例を改正し

新たに個人情報保護条例を制定しました。

これまで以上に市と市民の皆さんとの情報の流れをよくし

市民参加による、公正で開かれた市政を推進し

市政に対する理解と信頼を確保しようというのが

「情報公開条例」です。

また、今日の情報化社会において

個人情報が大量に収集、蓄積、利用されるようになり

プライバシー侵害のおそれや不安感が指摘されています。

こうした中、個人情報の取扱いについて制度を設け

プライバシーなど個人の権利・利益の保護を図ろうとするものが

「個人情報保護条例」です。

今回はこの２つの条例について詳しく紹介します。

と信
頼

情
報

情報公開条例と個人情報保護条例
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情
報
公
開
条
例
で
は
、市
が
作
成
し
、ま
た
は
取
得

し
た
公
文
書
を
、市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
開
示
す
る

請
求
が
あ
れ
ば
、原
則
と
し
て
市
が
開
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
の
対
象
機
関
は
、市
長
、教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、公
平
委
員
会
、監
査
委
員
、農
業

委
員
会
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、水
道
事
業

管
理
者
、消
防
長
、議
会
で
、10
月
１
日
か
ら
周
南
市

土
地
開
発
公
社
が
加
わ
り
ま
す
。

■
開
示
で
き
な
い
情
報

▽
個
人
に
関
す
る
情
報
で
、特
定
の
個
人

が
分
か
る
情
報

▽
法
人
な
ど
の
正
当
な
利
益
が
損
な
わ
れ

る
情
報

▽
生
命
、身
体
ま
た
は
財
産
の
保
護
、犯

罪
の
予
防
な
ど
、公
共
の
安
全
と
秩
序
の

維
持
に
支
障
が
あ
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報

▽
市
や
国
な
ど
の
内
部
ま
た
は
お
互
い
の

間
に
お
け
る
審
議
、検
討
、協
議
に
関
す

る
情
報
で
あ
っ
て
、公
に
す
る
こ
と
に
よ
り

率
直
な
意
見
交
換
、意
思
決
定
の
中
立
性

が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
情

報▽
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
で
、公
に
す

る
こ
と
に
よ
り
事
業
に
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
情
報

▽
法
令
の
規
定
に
よ
り
開
示
で
き
な
い
情

報

情報と信頼

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

知
り
た
い
！
情
報
公
開
条
例

情報開示請求の
しかたは
次のとおりです。

以
前
は
、情
報
開
示
請
求
で
き
る
人
が

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
な
ど
に
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、今
回
の
改
正
で
、市
外
の
企

業
な
ど
の
法
人
や
在
日
外
国
人
は
も
ち
ろ

ん
、海
外
に
住
む
外
国
人
も
含
め
た
世
界

中
の
人
や
企
業
な
ど
も
請
求
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、運
用
上
、情
報

開
示
請
求
は
日
本
語
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
点
で
、少
し
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、情
報
開
示
請
求
を
す
る
時
に
は
、

請
求
す
る
理
由
や
目
的
を
限
定
し
て
い
な

い
の
で
、研
究
目
的
で
あ
ろ
う
と
、趣
味
で

あ
ろ
う
と
い
っ
さ
い
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
ど
な
た
で
も
情
報
開
示
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
ど
こ
が
変
わ
っ
た
の
で
す
か
？

Ｑ
ど
ん
な
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ
対
象
機
関
の
職
員
が
仕
事
の
上
で
作
成
、ま
た
は
取
得
し
た
公
文

書（
文
書
、図
画
、写
真
、フ
ィ
ル
ム
及
び
電
磁
的
記
録
）で
、組
織
的

に
用
い
る
も
の
と
し
て
、市
が
保
有
し
て
い
る
も
の
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

情報公開条例を 
理解するための 

Q＆A
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市
か
ら
出
資
な
ど
を
受
け
た
団
体
は
、

情
報
公
開
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、出
資
を
受
け
た
額
の
割
合
が
資

本
金
の
２
分
の
１
以
上
を
占
め
る
場
合
に

は
情
報
公
開
規
程
を
定
め
、情
報
公
開
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
せ

ず
、専
用
回
線
で
結
ば

れ
て
い
ま
す

報への信頼を高めていく
ために情

出
資
団
体
と
は
、財
団
法
人
周
南
市
ふ

る
さ
と
振
興
財
団
、財
団
法
人
周
南
市
文

化
振
興
財
団
、大
津
島
巡
航
株
式
会
社
、

株
式
会
社
か
の
高
原
開
発
な
ど
で
す
。

※
個
人
情
報
保
護
規
程
に
つ
い
て
も
10
月

１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

住基ネットのセキュリティ

市では、昨年８月から本格稼働が始まった住基ネット（住民

基本台帳ネットワークシステム）でもセキュリティ対策をとってい

ます。住基ネットとは、全国の各市町村が住民情報を記録し、

管理していた住民基本台帳を結んだネットワークで、保有して

いる情報は、氏名、住所、生年月日、性別と住民票コードです。

市民課では、住基ネットを操作する職員は限られていて、識

別カードやパスワードで不正な利用を防いでいます。

問合せ 市民課10834―22―8291

担当職員などから説明があります

■
開
示
費
用

公
文
書
の
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、写
し

の
交
付
を
請
求
す
る
場
合
は
、費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
白
黒
コ
ピ
ー
10
円
／
枚

●
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー

１
０
０
円
／
枚

ほ
か

書き方などは職員に気
軽にご相談ください

閲覧してよく
分かったわ

■
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合

情
報
の
開
示
請
求
で
開
示
で
き
な
い
場

合
な
ど
、そ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
人
は
、

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て

が
で
き
ま
す
。
対
象
機
関
は
、不
服
申
立

て
が
あ
っ
た
場
合
、市
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
の
意
見
を
聴
い
て
、開
示

す
る
か
ど
う
か
決
定
し
ま
す
。

１
q
申
請

本
庁
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
総

合
窓
口（
市
民
さ
ろ
ん
）ま
た
は
各
総
合
支

所
の
総
務
課
窓
口
に
置
い
て
あ
る
請
求
書

に
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
w
開
示
す
る
か
ど
う
か
の
決
定

開
示
請
求
の
あ
っ
た
公
文
書
は
、15
日

以
内
に
開
示
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
を
行

い
ま
す（
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
と

き
に
は
、決
定
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。
そ
の
決
定
の
結
果
と
、開
示

す
る
日
時
、場
所
を
文
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
e
開
示
の
実
施

閲
覧
ま
た
は
写
し
の
交
付
な
ど
は
、お

知
ら
せ
し
た
日
時
、場
所
で
行
い
ま
す
。
開

示
決
定
通
知
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ａ
出
資
団
体
な
ど
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、10
月
１
日
か
ら
実
施
し

ま
す
。

Ｑ
市
が
出
資
し
た
団
体
な
ど
の
情
報
開
示
請
求
も
で
き
る
の
？
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市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
基
に
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
個
人
情
報
を

適
正
に
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
が
個
人

情
報
保
護
条
例
で
す
。

こ
の
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

な
ど
個
人
の
権
利
、利
益
を
守
り
、公
正
で
民
主
的

な
市
政
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
の
対
象
機
関
は
、情
報
公
開
と
同

じ
で
す
。

■
収
集
の
制
限

個
人
情
報
は
、適
法
で
公
正
な
手
段
で

原
則
と
し
て
本
人
か
ら
収
集
し
ま
す
。

個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、個
人

情
報
を
取
り
扱
う
事
務
の
内
容
と
目
的

を
は
っ
き
り
さ
せ
、そ
の
事
務
に
必
要
な
範

囲
内
で
収
集
し
ま
す
。

思
想
、信
条
、宗
教
な
ど
に
関
す
る
個

人
情
報
は
、原
則
と
し
て
収
集
し
ま
せ
ん
。

■
利
用
・
提
供
の
制
限

個
人
情
報
は
、原
則
と
し
て
事
務
の
目

的
以
外
の
た
め
に
利
用
し
た
り
提
供
し
た

り
し
ま
せ
ん
。

特
定
の
個
人
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
に
は
、氏
名
や
生
年
月
日
が
典
型

例
で
す
が
、そ
の
ほ
か
、住
所
、電
話
番
号
、

役
職
名
、個
人
別
に
付
さ
れ
た
記
号
や
番

号
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
適
切
な
管
理

個
人
情
報
は
、漏
ら
し
た
り
、無
く
し

た
り
し
な
い
よ
う
安
全
に
管
理
し
ま
す
。

必
要
が
な
く
な
っ
た
個
人
情
報
は
、速
や

か
に
廃
棄
し
ま
す
。

■
個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
の
閲
覧

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
務
に
つ
い

て
、個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
を
作
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
登
録
簿
は
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
総
合
窓
口（
市
民
さ
ろ
ん
）ま
た
は
各

総
合
支
所
の
総
務
課
窓
口
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

情報と信頼

こ
れ
ら
は
、単
独
で
は
特
定
の
個
人
に

た
ど
り
着
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

い
く
つ
か
を
組
み
合
わ
せ
る
と
個
人
に
関

す
る
情
報
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個
人
情
報
保
護
条
例
っ
て
な
に
？

個人情報保護条例を 
理解するための 

Q＆A
Ａ
個
人
に
関
す
る
情
報
で
、特
定
の
個
人
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
は
、ほ
か
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
で
特
定
の
個
人
を
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

Ｑ
個
人
情
報
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

Ｑ
市
で
は
個
人
情
報
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
？

Ａ
必
要
な
も
の
だ
け
を
収
集
し
、適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
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ど
な
た
で
も
本
人
で
あ
れ
ば
、対
象
機

関
の
公
文
書
に
、自
分
自
身
に
つ
い
て
記
録

さ
れ
て
い
る
個
人
情
報（
自
己
情
報
）の
開

示
を
請
求
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、個
人

情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
な
ど
を
参
考
に

具
体
的
な
個
人
情
報
を
特
定
し
て
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
情

市
で
は
、例
え
ば
正
当
な
理
由
な
く
個

人
の
秘
密
に
関
す
る
事
項
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
な
ど
を
、仕
事
に
必
要
の
な
い
人
に

提
供
し
た
職
員
や
退
職
し
た
職
員
、市
が

委
託
し
た
業
者
の
社
員
に
対
し
、２
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

周南市情報セキュリティポリシー

市が管理している情報システムには市民の個人情

報や行政運営上必要な情報などが多数あり、その情報

を保護することは、市民の財産やプライバシー、また事

務の安定的な運営のためにも必要不可欠です。

これまでは、「電子計算機処理に係る個人情報保護

要網」で個人情報の保護に努めてきましたが、今回の

個人情報保護条例の制定により、さらに強化しました。

昨年12月には、本市が持っている情報や情報システ

ムの安全性を維持向上するために、市職員が守るべき

ルールとして「市情報セキュリティポリシー」を策定しま

した。職員や臨時・嘱託職員及び外部委託業者はこ

れを遵守しなければなりません。また、自己のパスワード

の保持はもちろんのこと、電子計算機室の出入りの制

限、情報システム機器の持ち出しの禁止や外部へのア

クセスの制限など、厳しく定められています。

そのほか、電子計算機の運用管理面から「電子計

算機管理運営要綱」を定め、適正な情報管理を行うこ

とで、いっそうの保護対策をとっています。

問合せ 情報政策課10834―22―8236

職員一人ひとりが情報セキュリティに対する問題意識
やモラルを日常的に持ち、その向上を忘れない姿勢で
取り組んでいます

報への信頼を高めてい
くために情

報
も
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
の
請
求
や
開
示（
閲
覧
ま
た

は
写
し
の
交
付
）を
受
け
る
場
合
は
そ
れ

ぞ
れ
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人
確
認

の
た
め
の
書
類
が
必
要
で
す
。

開
示
さ
れ
た
個
人
情
報
に
誤
り
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
訂
正
請
求
・
削
除
請
求
が

で
き
ま
す
。

金
を
科
す
る
な
ど
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、偽
り
や
不
正
に
個
人
情

報
を
手
に
入
れ
た
場
合
に
は
、５
万
円
以

下
の
過
料
と
す
る
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
の
罰
則

は
、全
国
の
市
町
村
の
中
で
も
、特
に
厳
し

い
も
の
で
す
。

問い合わせ先
情報公開・個人情報保護総合窓口（市民さろん）

10834―22―8220
総務部総務課法令文書係

10834―22―8262
新南陽総合支所総務課

10834―61―3027
熊毛総合支所総務課

10833―92―0008
鹿野総合支所総務課

10834―68―2331

市民さろんなど
お気軽にお越しください

Ｑ
職
員
な
ど
の
不
正
行
為
は
防
止
で
き
る
の
？

Ａ
罰
則
を
設
け
、厳
し
く
指
導
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
自
分
の
個
人
情
報
を
見
た
い
時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Ａ
対
象
機
関
が
持
っ
て
い
る
自
己
情
報
の
開
示
請
求
を
す
れ
ば
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。



し
た
人
は
、転
入
前
の
市
町
村
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、そ
の
市

町
村
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
逆
に
、本

市
か
ら
他
市
町
村
に
転
出
し
た
人
は
、

本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
、本
市
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
６
月
24
日
ま
で
に
、本
市
か
ら
転
出
し

た
人
に
は
、投
票
方
法
を
記
載
し
た「
投

票
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
、６
月
24
日
に
発
送

し
ま
し
た
。
入
場
券
は
１
人
１
枚
で
す
。

自
分
の
入
場
券
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

【
期
間
】７
月
10
日（
土
）ま
で

次
の
理
由
に
よ
り
、投
票
日
に
投
票

が
で
き
な
い
人
及
び
期
日
前
投
票
が
で

き
な
い
人
は
、今
ま
で
ど
お
り
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

■
不
在
者
投
票
が
で
き
る
指
定
施
設

や
病
院
に
入
所
・
入
院
中
の
場
合

市
内
で
は
、次
の
指
定
施
設
、病
院

に
申
し
出
る
と
、そ
こ
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

指
定
施
設

◆
老
人
ホ
ー
ム（
き
さ
ん
の

里
）◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
鼓
海
園
、

友
愛
園
、や
す
ら
ぎ
苑
、福
寿
荘
、天
王
園
、

や
ま
な
み
荘
）◆
老
人
保
健
施
設（
セ
ラ

ヴ
ィ
徳
山
、ひ
ま
わ
り
苑
、温
泉
の
里
、春

の
里
、ゆ
め
風
車
）◆
身
体
障
害
者
療
護

施
設（
鼓
澄
苑
）◆
保
護
施
設（
周
南
荘
）

指
定
病
院

徳
山
医
師
会
病
院
、徳
山

中
央
病
院
、泉
原
病
院
、徳
山
病
院
、周

南
病
院
、徳
山
静
養
院
、周
南
高
原
病

院
、湯
野
せ
い
わ
会
病
院
、湯
野
温
泉
病

院
、新
南
陽
市
民
病
院
、鹿
野
博
愛
病
院

■
長
期
出
張
や
里
帰
り
な
ど
で
他
市

町
村
に
滞
在
し
、投
票
に
帰
っ
て
こ

ら
れ
な
い
場
合

本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
が
選
挙
管

理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請
求
に
よ
り
、直

接
滞
在
地
に
投
票
用
紙
と
必
要
書
類

投
票
日
は
7
月

日（
日
）

11

７
月
11
日（
日
）に
、第
20
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

参
議
院
選
挙
で
は
選
挙
区
と
比
例
代
表
が
あ
り
、比
例
代
表
で
は
前
回
か
ら
非
拘

束
名
簿
式
の
導
入
に
よ
り
、候
補
者
名
ま
た
は
政
党
等
の
名
称
の
い
ず
れ
か
を
書

い
て
投
票
し
ま
す
。

投票の
順序と
方　法

q最初に
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不
在
者
投
票

あなたの支持する、選挙区
（山口県選出議員）の候
補者の氏名を1人だけ書
いて、投票箱に入れます。

投
票
す
る
た
め
に
は
、選
挙
管
理
委
員

会
が
作
成
す
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
回
の
参

議
院
選
挙
で
登
録
さ
れ
る
人
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

年
齢
要
件

昭
和
59
年
７
月
12
日
ま
で

に
生
ま
れ
、本
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

住
所
要
件

３
月
23
日
ま
で
に
本
市
に

転
入
届
を
し
、引
き
続
き
本
市
に
住
ん
で

い
る
人

※
今
回
は
国
政
選
挙
な
の
で
、３
月
24
日

以
降
に
他
市
町
村
か
ら
本
市
に
転
入

て
、投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
場
券
は
同
じ
家
族
の
人
で
も
、別
々

の
日
に
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
元
に

届
か
な
い
場
合
は
、選
挙
管
理
委
員
会
に

尋
ね
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、入
場
券
を
紛
失

し
た
と
き
は
、投
票
日
当
日
、自
分
の
投

票
所
の
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所

投
票
所
入
場
券
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

●
市
内
で
転
居
し
た
場
合
、６
月
18
日
ま

で
に
市
役
所
に
異
動
を
届
け
出
た
人
は
、

移
転
先
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

■
投
票
時
間

7
時
〜
20
時

た
だ
し
、次
の
投
票
区
で
は
時
間
が
変

わ
り
ま
す
。

参
議
院
選
挙選

挙
区
の
候
補
者

の
氏
名

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券

投
票

●
う
す
い
黄
色
の
紙
に
黒
イ

ン
ク
で
印
刷
の
投
票
用
紙



●
7
時
〜
19
時
の
投
票
区（
投
票
所
）

譲
羽（
久
米
小
学
校
譲
羽
分
校
）

花
河
原（
花
河
原
自
治
会
集
会
所
）

川
曲（
東
荘
寺
本
堂
）

中
野（
中
野
消
防
セ
ン
タ
ー
）

津
木（
津
木
公
民
館
）

苔
谷（
上
苔
谷
自
治
会
館
）

湯
野
東（
湯
野
東
集
会
所
）

湯
野
西（
湯
野
西
地
区
自
治
会
館
）

本
浦（
大
津
公
民
館
）

刈
尾（
市
役
所
大
津
島
支
所
）

馬
島（
馬
島
公
民
館
）

大
道
理
上（
横
川
自
治
会
館
）

莇
地（
莇
地
自
治
会
館
）

井
手
下（
井
手
下
自
治
会
館
）

大
田
原（
大
田
原
集
会
所
）

長
渡
路（
長
渡
路
自
治
会
館
）

松
室（
須
金
産
業
1
）

●
7
時
〜
18
時
の
投
票
区（
投
票
所
）

須
野
河
内（
鶴
い
こ
い
の
里
須
野
河
内
交
流
館
）

秘
密
尾（
秘
密
尾
公
民
館
）

金
峰（
旧
金
峰
小
学
校
）

■
代
理
投
票

体
が
不
自
由
な
人
な
ど
で
、文
字
が
書

け
な
い
人
は
、投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
投
票
所
の
補
助
員
が
代
筆
し
ま
す
。

な
お
、投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
点
字
投
票

目
が
不
自
由
な
た
め
点
字
で
投
票
し

た
い
人
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
点
字
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

点
字
器
は
投
票
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す

が
、使
い
慣
れ
た
自
分
の
点
字
器
を
使
っ
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
介
護

保
険
の
要
介
護
５
で
自
宅
療
養
中

な
ど
の
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手

帳
を
持
ち
そ
の
障
害
の
程
度
が
一
定
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
、ま
た
は
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
を
持
ち
要
介
護

５
の
人
は
「
郵
便
投
票
等
投
票
証
明

書
」
を
交
付
し
ま
す
。こ
の
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、投
票
用
紙

な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
宅

で
投
票
し
、郵
送
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
方
法
は
７
月
７
日（
水
）ま
で
し

か
請
求
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、代
理

記
載
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■
船
員
の
場
合

「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」の
交

付
を
受
け
て
い
る
船
員
の
人
は
、指
定

港
に
入
港
中
に
最
寄
り
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
、証
明
書
と
船
員
手
帳
を
提

示
し
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

w次に選
挙
に
関
す
る
問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

1
０
８
３
４
―
22
―
８
５
２
１

仕事や旅行、病気などで、どうして
も投票日に投票できない人は、選挙
管理委員会が設置する期日前投票所
で期日前投票ができます。

【期間】 7月10日（土）まで

【時間】 8時30分～20時

【場所】 選挙管理委員会、新南陽・熊毛・

鹿野総合支所

【受付範囲】 どこの期日前投票所でも

すべての選挙人を受付

※徳山管内13支所及び和田・八代支所

では期日前投票はできません。

【持参物】 入場券。入場券が届いてい

ない場合は、保険証、運転免許証など本

人を確認できるもの
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P

P

市
民
館 

中央　 
図書館 

県道下松新南陽線 

岐
山
通 

↑
国
道
２
号 

徳
山
駅
↓ 

選挙管理 
委員会 
選挙管理 
委員会 

市役所 

駐車場 

郵便局 

東本館 

西本館 

駐車場 

期日前投票は 
１階会議室 

政党等が届け出た候補者
名簿に記載された候補者
の氏名、または政党等の名
称のいずれかを書いて、投
票箱に入れます。

期日前投票

開
票
は
７
月
11
日（
日
）に
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
21
時
40
分
か
ら
行
い
ま
す
。

選
挙
公
報
は
、選
挙
区
と
比
例
代
表
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

７
月
４
日（
日
）ご
ろ
ま
で
に
自
治
会
長
、

班
長
の
皆
さ
ん
な
ど
を
通
じ
て
各
世
帯
に

配
布
し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
、選
挙
管

理
委
員
会
ま
た
は
総
合
支
所
、支
所
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、市
役
所
、総
合
支
所
、支
所
、公

民
館
に
配
備
し
ま
す
の
で
、自
由
に
お
取

り
く
だ
さ
い
。

政
党
等
が
届
け
出
た

候
補
者
の
氏
名
、ま

た
は
政
党
等
の
名
称

選
挙
公
報

開
票

●
白
色
の
紙
に
赤
イ
ン
ク
で

印
刷
の
投
票
用
紙

●投票所には、選挙区では
候補者氏名を、比例代表で
は候補者名簿を届け出た
政党等の名称（略称）と候
補者名簿に記載された候
補者の氏名を掲示します。
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6月5日、熊毛地域の勝間ふれあ
いセンターで「おもしろ科学クラブ」
が開催され、科学が好きな小中学
生が、電気スタンドなどの明かりを
調節する器具の電子工作にチャ
レンジ。回路図を見ながらの細か
い作業に、部品を持つ手にも思わ
ず力が入っていました。

思わず手に力が…

鹿野 

巨大な橋
はし

げたがふわり

来
年
３
月
末
に
完
成
予
定
の

周
南
大
橋
の
橋
げ
た
が
、６

月
11
日
、日
本
最
大
級
の
ク
レ
ー
ン

船
に
よ
り
架
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

橋
は
、県
道
徳
山
新
南
陽
線
と
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
地
帯
の
埋
立
地
を
結
ぶ
海

上
に
架
け
ら
れ
る
も
の
で
、完
成
す

る
と
長
さ
１
０
４
５
メ
ー
ト
ル
。
県
内

で
３
番
目
に
長
い
橋
に
な
り
ま
す
。

約
２
１
５
０
ト
ン
の
橋
げ
た
が
つ
り

上
げ
ら
れ
た
光
景
を
一
目
見
よ
う

と
、こ
の
日
は
、大
勢
の
見
物
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

新南陽 

幻想的な光を楽しみに

豊
か
な
自
然
の
中
で
ホ
タ
ル
の

乱
舞
を
楽
し
む
、ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、６
月
５
日
、

和
田
公
民
館
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し

た
。ホ
タ
ル
の
飛
ぶ
時
間
を
前
に
、ウ

ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
和
田
の
里
で
は
、麦
わ

ら
を
使
っ
た
ホ
タ
ル
か
ご
作
り
に
子

ど
も
た
ち
が
挑
戦
。
夕
暮
れ
時
か
ら

は
、和
田
中
学
校
生
徒
た
ち
に
よ
る

ホ
タ
ル
研
究
の
成
果
発
表
や
、地
域

の
人
た
ち
の
手
に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど

も
行
わ
れ
、立
ち
寄
っ
た
多
く
の
皆

さ
ん
で
、大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

新南陽 

赤
ち
ゃ
ん
っ
て
小
さ
い
ね

赤ちゃんふれあい体験学習が、鹿野母

子保健センターで６月８日に行われま

した。参加した鹿野中学校の２年生たちは、

妊婦からの体験談を聞いた後、妊婦の体型

と体重が体験できる妊婦シミュレーターを着

用し、大変さを実際に体験。また、乳幼児相

談に訪れた赤ちゃんの身体計測を手伝った

り、一緒に遊んだりと、赤ちゃんとふれあうこと

で、命の大切さを学びました。
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ふれあい広げるダンスの輪

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
、地

域
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う

と
、５
月
29
日
、勝
間
小
学
校
で「
三

世
代
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集

い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

人
た
ち
は
、熊
毛
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協

会
の
会
員
に
教
わ
り
な
が
ら
、ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
国
の
曲
に
挑
戦
。
苦
戦
し
て
い

た
手
足
の
動
き
に
慣
れ
て
く
る
と
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
声

も
飛
び
出
す
な
ど
、皆
さ
ん
ダ
ン
ス
の

魅
力
を
十
分
楽
し
み
ま
し
た
。

熊毛 

棚
田
で
田
植
え
体
験

中須北地区に広がる県下有数の棚田

で、地元の住民と都市部の住民が一

緒になって田植えを行う農業体験交流会が、

５月30日に行われました。参加した親子20組

は、地元の人の説明を聞きながら、昔ながら

の手植えで苗を植えていきました。初めは慣

れない手つきだった親子も、次第に手際がよ

くなり、予定より早く終了。今年はこの後、秋の

稲刈りまで５回の交流会が予定されています。

徳山 

大
おお

河内
かわち

地区※熊毛地域

大河内地区は本市の東にあり、地区の中心
を島田川水系の笠野川が流れる自然環境が
豊かなところです。昭和４０年代以降、周南工業
地域のベッドタウンとして急激に人口が増えまし
た。国道２号をはじめ幹線が通り、県道の整備
も進み、交通の便利がとても良いところです。
毎年8月には、地区の「ふれあい夏祭り」と併

せて、江戸時代から伝わる、勇壮な「大河内柱
松」の行事が行われ、古くからの伝統行事も大
切に受け継がれています。
地区の南にそびえる虎ヶ岳の山頂からの眺

望はすばらしく、九州や四国の山々を見ること
ができ、年間を通して登山する人が絶えません。
地区ではこの山をより親しまれる山にするため、
愛好会を発足させ、活動に取り組んでいます。

でーたふぁいる【6月1日現在】
●人口／3,671人　●世帯／1,389世帯
●面積／7.56h

「絶景！虎
とら

ヶ
が

岳
たけ

の麓
ふもと

人々がふれあう街」
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■
島
田
川
流
域
随
一
の
景
観

三み
つ

丘お

温
泉
を
北
に
３
d
ほ
ど
行
く
と

筏
場
い
か
だ
ば

と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
昔
、島

田
川
の
上
流
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
丸
太

が
、こ
こ
で
い
か
だ
に
組
ま
れ
て
下
流
に
流

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
地
名
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
筏
場
で
、島
田
川

に
流
れ
込
ん
で
い
る
の
が
、延
長
５
d
ほ
ど

の
小
河
川
、黒
岩
川
で
す
。
小
規
模
な
が

・
・
・

ら
も
美
し
い
渓
谷
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

下
流
部
は
「
黒
岩
峡

く
ろ
い
わ
き
ょ
う
」、上
流
部
は
「
奥
黒
お
く
く
ろ

岩
峡

い
わ
き
ょ
う
」
と
呼
ば
れ
、島
田
川
流
域
随
一
の

景
観
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

■
ほ
か
で
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
自
然

「
黒
岩
峡
の
見
所
は
、や
は
り
花か

崗こ
う

岩が
ん

の
滑な
め

床と
こ

。
清
流
に
磨
か
れ
た
花
崗
岩
の
川

底
の
白
さ
が
辺
り
の
緑
と
良
く
調
和
し

て
、さ
わ
や
か
な
感
じ
が
い
い
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、今
回
、案
内
し
て
い
た
だ
い
た
、

島
田
川
流
域
の
自
然
に
詳
し
い
清し

水み
ず

秀ひ
で

登と

さ
ん
。「
こ
こ
は
石い
わ

城き

山さ
ん

県
立
自
然
公
園
の

一
部
に
な
っ
て
い
て
、周
辺
の
山
も
人
の
手

が
加
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
中
国
地
方
で
は

こ
こ
だ
け
で
し
か
見
ら
れ
な
い
ヒ
ロ
ハ
ド
ウ

ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
群
生
な
ど
、貴
重
な
自
然
が

た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
」。

上
流
の
奥
黒
岩
峡
に
向
か
う
に
つ
れ
、

川
の
流
れ
は
穏
や
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。
林

道
の
い
た
る
所
か
ら
水
辺
に
下
り
る
こ
と

が
で
き
、緑
に
覆
わ
れ
た
せ
せ
ら
ぎ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
浅
い
瀬
が
続
く
、

こ
の
辺
り
の
静
か
な
た
た
ず
ま
い
は
、黒
岩

峡
な
ら
で
は
。
私
が
一
番
好
き
な
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。こ
の
辺
り
の
、水
に
洗
わ
れ

て
い
な
い
所
に
あ
る
岩
は
黒
く
見
え
ま
す

ね
。こ
れ
も
本
来
な
ら
白
い
花
崗
岩
で
す

が
、こ
け
が
付
い
て
黒
く
見
え
る
た
め
で
、

黒
岩
峡
の
名
前
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
」
と
清
水
さ
ん
。

■
個
性
的
な
周
辺
の
山
々

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、水
辺
を
求
め

【
竜
ヶ
岳
】

鋭
く
と
が
っ
た
山
頂
が
印
象
的
な

山
で
、標
高
３
６
５
・
５
m
の
山

頂
か
ら
は
３
６
０
度
の
展
望
が
開
け
、

島
田
川
や
周
辺
の
山
々
が
一
望
で
き

る
。
石
城
山
県
立
自
然
公
園
の
中
に

あ
り
、山
頂
か
ら
山
す
そ
に
か
け
て
見

ら
れ
る
自
然
林
の
広
が
り
は
県
下
で
は

珍
し
い
。
秋
に
は
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
紅

葉
が
美
し
く
、周
辺
の
山
々
と
合
わ
せ

て
人
気
の
登
山
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

※

■

白
い
岩
が
森
の
緑
に
映
え
る
―

黒
岩
峡
―
■

穏やかなせせらぎの音と自然林の
緑が心をいやす奥黒岩峡

山陽自動車道を広島方面に走ると
竜ヶ岳の美しい山容が見られます

地質や植物に
詳しい清水秀
登さん。県内で
はここでしか見
られない珍しい
植物も教えてい
ただきました

▲ 
烏帽子岳 

山
陽
新
幹
線
 

国道
2号
 

岩徳
線 

山陽自
動車道

 

黒岩峡 
奥黒岩峡奥黒岩峡 奥黒岩峡 

島田川 

● 

● 

↓ 光市 

↑ 八代 

熊毛 
総合支所 

三丘温泉 

47台 熊毛IC

よね
がわ
 

たか
みず
 

おお
かわ
ち 

▲ 
竜ヶ岳 

▲ 
札ノ尾 

▲ 
枡形山 

★ 
N

Ｐ 

る
親
子
づ
れ
な
ど
で
賑
わ
う
黒
岩
峡
の
周

辺
に
は
、竜
ヶ
岳

り
ゅ
う
が
だ
け
、札ふ
だ

ノの

尾お

、枡ま
す

形が
た

山や
ま

と
い
っ

た
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
に
適
し
た
山
々
が

あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
標
高
３
５
０
m
前

後
の
あ
ま
り
高
い
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

竜
ヶ
岳
山
頂
の
大
岩
や
展
望
、枡
形
山
の

枡
形
が
刻
ま
れ
た
伝
説
の
岩
な
ど
個
性
的

な
山
々
ば
か
り
。い
ず
れ
も
黒
岩
峡
か
ら

も
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
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力のいれぐあいが難しいろくろを使った成形。
精神を集中しての作業です

昨年12月に、地元福川地区で
行ったもちつき大会では、大人と
子どもが一緒になってきねを振
り、親ぼくを深めました

「
最
近
は
、年
齢
の
違
う
子
ど
も
同
士

で
遊
ぶ
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
に
は
、家
庭
や
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
大
事
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
会
は
、子
ど
も
た
ち
が
そ

う
し
た
貴
重
な
体
験
を
す
る
所
で
す
」
と

話
す
の
は
、５
月
に
周
南
市
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
の
会
長
に
な
っ
た
ば
か
り

の
谷
野
正
昭
さ
ん
。

少
子
化
が
進
ん
で
、子
ど
も
会
活
動
が

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
分
析
す
る

谷
野
さ
ん
は
、単
位
子
ど
も
会
の
再
編
な

原
点
に
も
ど
っ
た

子
ど
も
会
活
動
を

「
そ
の
辺
り
か
ら
も
、陶
芸
に
使
え

る
粘
土
が
出
て
き
ま
す
よ
」
と
窓
の
外

を
指
さ
す
の
は
、鹿
野
陶
芸
教
室
代
表

の
蔵く

ら

永な
が

甫と
し

彦ひ
こ

さ
ん
。「
鹿
野
に
は
昔
、か

わ
ら
を
焼
く
か
わ
ら
窯
が
４
か
所
あ
り

ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
焼
き
物
に
使

え
る
粘
土
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
。
平
成
８
年
、こ
れ
を
使
っ
て
ま
ち
お

こ
し
が
で
き
な
い
か
と
始
め
た
の
が
、こ

の
陶
芸
教
室
で
す
」。

現
在
会
員
は
、20
歳
代
か
ら
80
歳
代

ま
で
18
人
。
毎
月
２
回
行
わ
れ
る
教
室

で
は
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、

思
い
思
い
の
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
完
成
品
は
地
域
の
「
ふ
る

さ
と
祭
り
」
な
ど
で
展
示
即
売
し
、売

り
上
げ
を
社
会
福
祉
団
体
へ
寄
付
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

「
焼
き
上
が
り
の
色
は
一
つ
と
し
て

同
じ
で
な
く
、な
か
な
か
思
い
ど
お
り
の

も
の
は
で
き
ま
せ
ん
が
、だ
か
ら
こ
そ
で

き
た
と
き
の
喜
び
は
格
別
で
す
」
と
会

員
の
皆
さ
ん
。
茶
わ
ん
や
花
瓶
、蚊
取
り

線
香
立
て
な
ど
、創
作
中
の
作
品
に
向

か
う
手
に
は
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
も
視
野
に
入
れ
、今
年
１
年
か
け
て
具

体
的
な
行
動
を
見
つ
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、子
ど
も
会
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
、「
あ
ま
り
大
人
が
出
し
ゃ
ば
る
と
子

ど
も
が
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
子
ど
も
会
の
活
動
は
、子
ど
も
自
身

が
企
画
し
た
も
の
を
自
分
た
ち
で
行
う
の

が
本
来
の
姿
で
す
。
親
は
子
ど
も
が
で
き

な
い
と
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
を
」
と
話
し
ま
す
。

谷
野
さ
ん
と
子
ど
も
会
と
の
か
か
わ
り

は
、26
年
前
、谷
野
さ
ん
の
お
子
さ
ん
が
子

ど
も
会
に
入
っ
た
時
に
始
ま
り
ま
し
た
。

以
来
、さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
、地
域
が
元
気
に
な
る
取
り
組
み

に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

地
元
、新
南
陽
地
域
の
福
川
地
区
で
、

子
ど
も
会
育
成
会
や
育
成
会
O
B
な
ど

か
ら
成
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
じ
ゃ
こ
の

会
」
を
結
成
し
て
い
る
谷
野
さ
ん
。「
言
葉

は
悪
い
で
す
が
、子
ど
も
を
ダ
シ
に
集
ま
っ

て
活
動
し
て
い
る
団
体
が
、元
気
で
、行
動

力
も
あ
り
ま
す
ね
」。イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

元
気
な
子
ど
も
が
集
う
、元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

周南市子ども会育成連絡協議会会長

谷野正昭さん
たに の　まさ あき

地
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野
陶
芸
教
室
】
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市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

税
金
や
、国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
、ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、年

に
2
回
、財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回

は
、平
成
15
年
度
予
算
の
平
成
16
年
3
月
31
日
現
在

の
収
支
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
一
般
会
計
の
当
初
歳
入
歳
出
予
算

額
は
、6
1
6
億
4
1
6
4
万
8
千
円
で
始
ま
り
ま

し
た
が
、補
正
予
算
に
よ
り
、予
算
現
額
は
6
2
8

億
2
0
2
2
万
9
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
財
政
状
況

市有財産の状況

言葉の説明

平成15年度予算
平成16年3月31日現在の

市債の状況
区分 残高
一般会計 534億2,940万円
特別会計 487億5,026万1千円
合計 1,021億7,966万1千円

土地 7,594万3,008.78G

建物 82万4,306.75G

有価証券 3,510万円

出資による権利 26億2,315万3千円

基金 47億2,442万1千円

（注1）一般会計 地方公共団体の行政運営
の基本的な経費を網羅して計上した会計。
（注2）特別会計 一般会計に対し、特定の歳
入歳出を一般の歳入歳出と区別して別個に処
理するための会計。
（注3）地方交付税 自治体の税収不足を補う
ために国から配分され、その使途は自治体に
ゆだねられている。
（注4）国庫（県）支出金 国（県）からもらう補
助金などで、使途が限定されている。
（注5）市債 主として建設事業などのために
借り入れる長期間の借入金。
（注6）収益的収支 水道料金などの収入及び
給水するために要した費用など。
（注7）資本的収支 浄水場整備や水道管敷
設などの工事に要する経費及びこれに伴う長
期借入金など。
（注8）損益勘定留保資金 収益的収支におけ
る費用のうち、現金の支出を必要としない費用
（減価償却など）の合計額。

（注4）

（注3）

収
支
状
況

84.1％ 

一般会計の予算規模は
628億2,022万9千円

歳入予算の収入状況

予算現額
628億2,022万9千円
収入済額
528億3,218万6千円

区分 予算現額 収入率
市税 248億7,582万6千円 99.8%
地方譲与税 7億800万円 104.2%
利子割交付金 2億800万円 89.3%
地方消費税交付金 15億4,182万5千円 100.0%
ゴルフ場利用税交付金 1億円 103.1%
自動車取得税交付金 3億2,800万円 102.1%
地方特例交付金 3億993万2千円 100.0%
地方交付税 66億3,383万円 99.4%
交通安全対策特別交付金 3,445万円 101.8%
分担金及び負担金 6億5,896万8千円 92.9%
使用料及び手数料 13億7,514万1千円 93.3%
国庫支出金 61億6,246万7千円 67.3%
県支出金 39億8,301万3千円 59.1%
財産収入 3億3,135万1千円 59.5%
寄附金 1,537万4千円 18.8%
繰入金 17億302万4千円 99.1%
諸収入 53億4,178万8千円 96.0%
市債 85億924万円 32.2%

（注1）

収入率

75.2％ 予算現額
628億2,022万9千円
支出済額
472億2,539万7千円

歳出予算の支出状況

区分 予算現額 執行率
議会費 5億8,618万8千円 96.7%
総務費 93億345万2千円 83.5%
民生費 142億6,295万6千円 74.5%
衛生費 68億6,006万4千円 79.5%
労働費 1億6,993万円 75.0%
農林水産業費 22億9,169万5千円 67.0%
商工費 26億2,502万6千円 71.5%
土木費 99億4,694万8千円 45.9%
消防費 30億1,855万4千円 65.2%
教育費 58億4,816万9千円 84.3%
災害復旧費 1億3,231万1千円 57.3%
公債費 69億6,763万9千円 99.9%
諸支出金 7億7,094万8千円 100.0%
予備費 3,634万9千円 0.0%

執行率

一般会計



84.3％ 

区分 予算現額 執行額 執行率

収益的収支 収入 23億4,100万3千円 23億8,463万1千円 101.9%

支出 24億5,664万8千円 24億3,470万2千円 99.1%

資本的収支 収入 3億494万6千円 2億9,884万6千円 98.0%

支出 4億1,839万円 4億1,810万3千円 99.9%

区分 収入 支出 差引

収益的収支 35億7,365万1千円 34億4,761万3千円 1億2,603万8千円

資本的収支 4億8,243万8千円 14億3,364万6千円 －9億5,120万8千円

病院事業会計

水道事業会計

問合せ ●一般・特別会計など 財政課10834―22―8237
●水道事業会計 水道局総務課10834―22―8614
●病院事業会計 病院管理課10834―61―3092

収入率

執行率

79.6％ 
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国民年金保険料免除の申請受付が

7月1日から始まります。

経済的な理由などで保険料が納めら

れない場合は、申請をすることにより、

保険料が免除されることがあります。

保険料の申請免除には、保険料の全

額（13,300円）を免除する全額免除と、

半額を免除し残りの半額（6,650円）を

納付する半額免除があります。

※半額免除の承認を受けた場合は、残

りの半額を納付しないと半額免除の

該当とならず、未納期間となります。

必ず半額分を納付してください。

申請免除の対象

■前年の所得（収入）が少なく、保険料

を納めることが困難な場合　

■障害者または寡婦で、前年の所得が

125万円以下の場合

■申請する年度または前年度に、次の

理由があったとき

●失業などにより保険料を納付する

ことが困難であると認められると

き（雇用保険受給資格者証または

失業や離職を証明する書類が必

要）

●事業休止または廃止により厚生労

働省が実施する離職者支援資金貸

付制度による貸付金の交付を受け

たとき（貸付決定通知書の写しが

必要）

●火災や風水害などの災害により、被

害金額が財産のおおむね2分の1

以上の損害を受けたとき

免除の期間 今年7月分～平成17年6

月分（申請が認められた場合）

申請期間 7月1日（木）～8月31日（火）

申請先 本庁保険年金課国民年金係、

または各総合支所担当窓口および各

支所

問合せ 保険年金課10834―22―

8316、または各総合支所担当窓口。

新南陽10834―61―3046、熊毛
10833―92―0035、鹿野
10834―68―2332

民年金
保険料免除の申請

※資本的収支の不足分は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額と損益勘定留保資金 で補てんしました。

国

（注8）

（注7）

（注6）

予算現額
938億552万円
支出済額
790億9,047万1千円

区分 予算現額 収入率 執行率
国民健康保険 132億4,074万5千円 85.3% 87.1%
国民健康保険鹿野診療所 1億4,940万6千円 87.3% 92.0%
老人保健 166億1,058万3千円 82.8% 87.0%
介護保険 82億4,996万4千円 79.0% 91.3%
競艇事業 450億4,586万円 86.2% 82.2%
交通災害共済事業 1億1,364万9千円 112.2% 27.8%
簡易水道事業 2億4,002万9千円 64.7% 81.4%
地方卸売市場事業 6億4,692万8千円 8.4% 98.5%
国民宿舎 1億3,857万2千円 84.6% 92.1%
下水道事業 71億5,926万7千円 28.2% 87.2%
農業集落排水事業 5億8,912万9千円 45.5% 68.4%
漁業集落排水事業 1,726万1千円 21.5% 94.6%
駐車場事業 1億1万1千円 88.4% 69.1%
住宅新築資金等貸付事業 7,431万1千円 50.6% 96.2%
同和福祉援護資金貸付事業 7,605万1千円 103.5% 0.0%
公共用地先行取得事業 8,632万4千円 100.0% 100.0%
徳山第６号埋立地清算事業 1億677万円 100.0% 100.0%
介護老人保健施設建設事業 11億6,066万円 83.3% 35.2%

特別会計

予算現額
938億552万円
収入済額
746億3,780万6千円

歳出予算の支出状況

（注2）

歳入予算の収入状況
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所
在
地

新
南
陽
地
域
福
川

海
開
き

７
月
15
日（
木
）

※
「
海
の
家
」で
は
、名
物
エ
ビ
天
う
ど
ん

な
ど
海
の
幸
が
味
わ
え
ま
す
。

公
園
内
で
の
禁
止
事
項

花
火
、火
気
の

使
用
、水
上
バ
イ
ク
、駐
車
場
で
の
暴
走
行

為
※
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と

き
は
、海
の
家
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
の
夜
間
閉
鎖

７
月
12
日（
月
）

〜
８
月
31
日（
火
）の
21
時
〜
翌
日
の
９
時

問
合
せ

新
南
陽
総
合
支
所
産
業
振
興

課
1
０
８
３
４
―
61
―
３
０
５
３

所
在
地

徳
山
地
域
大
津
島
　

期
間

７
月
18
日
（
日
）
〜
８
月
13
日

（
金
）
※
18
日
10
時
30
分
〜
安
全
祈
願

祭
、餅
ま
き
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

施
設
と
使
用
料
　
●
休
憩
所
無
料
●
シ

ャ
ワ
ー
室
▽
大
人
１
０
０
円
▽
子
ど
も
50

円
●
ボ
ー
ト
30
分
２
０
０
円
●
ご
ざ
１
枚

１
０
０
円
●
キ
ャ
ン
プ
場
１
人
１
０
０
円

交
通

徳
山
港
か
ら
大
津
島
巡
航
で
約

30
分

運
賃

片
道
５
１
０
円（
６
歳
〜
12
歳
２

６
０
円
、幼
児
は
保
護
者
１
人
に
つ
き
１

人
無
料
）

問
合
せ

大
津
島
支
所
1
０
８
３
４
―

85
―
２
０
０
１

所
在
地

鹿
野
地
域
鹿
野
上

期
間

７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
31
日

（
火
）９
時
〜
17
時

休
場
日

毎
週
水
曜
日

使
用
料

●
高
校
生
50
円
●
一
般
１
０

０
円

注
意
事
項

小
学
２
年
生
以
下
の
人
は

保
護
者
同
伴

問
合
せ

体
育
協
会
鹿
野
支
部
1
０
８

３
４
―
68
―
３
４
２
４
、本
部
1
０
８
３

４
―
28
―
８
３
１
１

所
在
地

熊
毛
地
域
勝
間
・
高
水

期
間

７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
31
日

（
火
）10
時
〜
17
時（
12
時
〜
13
時
は
昼

休
み
）※
毎
週
月
曜
日
と
８
月
13
日（
金
）

〜
16
日（
月
）は
休
業
。

注
意
事
項

小
学
生
未
満
は
保
護
者
同

伴問
合
せ

熊
毛
総
合
支
所
公
園
係
1
０

８
３
３
―
92
―
０
０
１
８

所
在
地

熊
毛
地
域
大
河
内

日
時

７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
31
日

（
火
）10
時
〜
18
時

使
用
料

●
個
人
使
用
料
▽
中
学
生
以

下
10
円（
回
数
券
10
枚
90
円
）▽
そ
の
他

30
円（
回
数
券
10
枚
２
７
０
円
）●
団
体

の
専
用
使
用
▽
１
日
２
４
４
０
円
▽
午
前

２
時
間
６
１
０
円
▽
午
後
３
時
間
未
満

９
１
０
円
▽
午
後
３
時
間
以
上
１
８
３
０

円
※
個
人
使
用
料
は
、申
請
書
提
出
で

免
除
に
な
り
ま
す
。

海の日は、「海の恩恵に感謝し、海洋国

日本の繁栄を願う日」という趣旨で制定さ

れました。また、７月は海の月間です。

［期間中の行事］

■７月15日（木） ●17時～クリーン作戦

（徳山港周辺）

■７月19日（祝） ●９時～表彰式など

（文化会館） ●10時20分～海上自衛

隊佐世保音楽隊コンサート（文化会館）

※入場無料

（整理券が必

要です。整理

券は、文化会

館、市役所

本庁受付、

各総合支所、各支所で配布しています。）

●13時～海上パレード、大島商船練習船

「大島丸」船内一般公開（晴海ふ頭）

［問合せ］ 商工観光課10834―22―８

３７１

海の月間記念行事

海に開かれた街
周南市

徳山 → 刈尾 刈尾 →徳山
※ 7：40 8：09 ※ 6：43 7：12
※ 9：50 10：19 ※ 9：03 9：32
◎11：00 11：20 10：11 10：31
12：30 12：59 ◎11：51 12：11
◎13：30 13：50 ※13：13 13：42
※15：00 15：29 ◎14：21 14：41
16：00 16：27 15：11 15：40
17：00 17：20 ※16：13 16：42
※18：00 18：29 17：11 17：40
19：00 19：20 18：11 18：31

■大津島巡航発着時間

※フェリー　◎期間中の増便

海で、プールで
夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！
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海で、プールで
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夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！
海で、プールで
夏をエンジョイ！

市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報市内の海水浴場とプール情報

長
田
海
水
浴
場
・
海
浜
公
園

刈
尾
海
水
浴
場

鹿
野
プ
ー
ル

大
河
内
プ
ー
ル

勝
間
と
高
水
の
街
区
公
園
内

プ
ー
ル
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注
意
事
項

小
学
生
以
下
の
人
は
保
護

者
同
伴

問
合
せ

体
育
協
会
熊
毛
支
部
1
０
８

３
３
―
92
―
０
０
２
６
、本
部
1
０
８
３

４
―
28
―
８
３
１
１

所
在
地

徳
山
地
域
周
南
緑
地
公
園
内

期
間

７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
31
日

（
火
）●
朝
の
部
９
時
〜
12
時
●
昼
の
部

13
時
〜
16
時
●
夜
の
部
17
時
〜
19
時

（
各
部
と
も
完
全
入
替
制
）※
８
月
18
日

（
水
）
以
降
は
、夜
の
部
が
16
時
45
分
〜

18
時
45
分
。

休
場
日

毎
週
火
曜
日（
７
月
20
日
、８

月
31
日
の
火
曜
日
は
開
場
）、８
月
14
日

（
土
）〜
16
日（
月
）

使
用
料

●
高
校
生
以
下
50
円
●
一
般

１
５
０
円

注
意
事
項

小
学
生
以
下
の
人
は
保
護

者
同
伴
。
た
だ
し
、保
護
者
１
人
に
つ
き

子
ど
も
３
人
ま
で

問
合
せ

体
育
協
会
1
０
８
３
４
―
28

―
８
３
１
１

所
在
地

新
南
陽
地
域
富
田
永
源
山

公
園
内

期
間

７
月
11
日
（
日
）
〜
８
月
31
日

（
火
）10
時
〜
18
時

使
用
料

●
幼
児（
４
歳
以
上
）１
０
０

円
●
小
・
中
学
生
２
０
０
円
●
大
人
15

歳
以
上
４
０
０
円
●
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
１
０

０
円
※
３
歳
以
下
、障
害
の
あ
る
人
、小

学
生
を
監
視
す
る
付
き
添
い
で
遊
泳
し

な
い
人
（
受
付
で
減
免
申
請
用
紙
に
記

入
）は
無
料
で
す
。

注
意
事
項

小
学
生
以
下
の
人
は
保
護

者
同
伴
。
た
だ
し
、保
護
者
１
人
に
つ
き

子
ど
も
３
人
ま
で

問
合
せ

永
源
山
公
園
管
理
事
務
所
1

０
８
３
４
―
63
―
７
８
９
９

所
在
地

新
南
陽
地
域
福
川

期
間

７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
31
日

（
火
）10
時
〜
18
時
※
７
月
20
日(

火)

〜

24
日
（
土)

と
８
月
14
日
（
土
）
〜
16
日

（
月
）は
17
時
ま
で
。

休
場
日

７
月
31
日
（
土
）、８
月
29
日

（
日
）

使
用
料

●
乳
幼
児
30
円
●
小
・
中
学

生
50
円
●
高
校
生
以
上
１
０
０
円

注
意
事
項

小
学
生
以
下
の
人
は
保
護

者
同
伴
。
た
だ
し
、保
護
者
１
人
に
つ
き

子
ど
も
３
人
ま
で

問
合
せ

体
育
協
会
新
南
陽
支
部
1
０

８
３
４
―
62
―
２
６
７
８

注
意
事
項

施
設
に
よ
っ
て
は
、潜
水
具
、

ガ
ラ
ス
製
水
中
め
が
ね
、ゴ
ム
ボ
ー
ト
、足

入
れ
浮
き
輪
な
ど
の
使
用
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
※
雨
天
時
の
休
業
あ
り
。

市民水泳教室
［資格］ 小学生以上の市民

［日時と場所］ 7月19日（月）～24日（土）

17時～19時、新南陽プール

［定員］ ●初心者60人●上級者（4年生

以上で25ｍプールをクロールで泳げる人）

20人●成人20人※いずれも申込順。

［参加料］ 3,000円

［申込み］ 7月1日（木）から印鑑と参加料

を持参し、新南陽体育館内体育協会新南

陽支部10834―62―2678

永源山水上フェスタに集まれ！
［日時と場所］ 8月8日（日）10時～、永

源山公園プール

［内容］ ●タイムレースほか（自由形、平

泳ぎ、背泳ぎ、バタフライ、フリーリレー、メド

レーリレー、ビート板キックなど）●アトラクシ

ョン（水中宝探し、水中玉入れなど）

［参加料］ 600円（当日持参）

［申込み］ 7月26日（月）までに、新南陽

体育館内体育協会新南陽支部10834―

62―2678

市民水泳教室と永源山水上フェ
スタのボランティアを募集
［資格］ 18歳以上の人（高校生は除く）

［日時と場所］ ●水泳教室は7月19日

（月）～24日（土）、新南陽プール●永源山

水上フェスタは8月8日（日）、永源山公園

プール

［申込み］ 水泳連盟事務局徳
とく

本
もと

信
しん

治
じ

さ

ん10834―62―3405

［問合せ］ 体育協会新南陽支部10834

―62―2678

少年少女水泳教室
［対象］ 市内の小学校に通い25C泳げ

ない3～6年生の児童

［日時と場所］ ７月21日（水）～26（月）

17時～19時、市水泳場

［募集人数］ 50人（申込順）

［指導］ 市水泳連盟指導員

［参加料］ 1,000円

［申込み］ 印鑑を持参し7月9日（金）9時

～総合スポーツセンター内体育協会1

0834―28―8311

も
っ
と
プ
ー
ル
を
楽
し
む
た
め
に

市
水
泳
場

永
源
山
公
園
プ
ー
ル

新
南
陽
プ
ー
ル

い
ず
れ
も



熊
毛
地
域

７
月
の
心
配
ご
と
相
談

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
の
人
▼
日
時
と
内

容
／
▽
７
月
５
日（
月
）、一
般
・
行
政
相
談

▽
12
日（
月
）、一
般
・
人
権
・
職
業
相
談
※

職
業
相
談
は
、午
前
中
の
み
。▽
20
日（
火
）、

一
般
・
交
通
事
故
相
談
▽
26
日（
月
）、一

般
相
談
※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
15

時
。▼
場
所
／
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支

部
▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛

支
部
1
92
―
０
０
２
７

鹿
野
地
域

７
月
の
心
配
ご
と
相
談

▼
対
象
／
鹿
野
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
７
月
９
日（
金
）・
20
日（
火
）10
時
〜

15
時
、鹿
野
公
民
館
※
９
日
は
行
政
相
談

を
併
せ
て
実
施
。▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉

協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

行
政
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
７
月
15
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談
室

▼
内
容
／
国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
、意
見
、要
望
な
ど
▼
問
合
せ
／
新
南

陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
1
61
―
３
０

９
８

相
談
 

新
南
陽
地
域

７
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
▽
７
月
13
日（
火
）10
時
〜
15
時
、老

人
福
祉
セ
ン
タ
ーb

▽
20
日（
火
）10
時
〜

12
時
、和
田
公
民
館b

▼
問
合
せ
／
人
権

推
進
課
1
22
―
８
４
５
６

県
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
の

巡
回
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
８
月
10
日（
火
）10
時

〜
15
時
、徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
／
療
育
手
帳
相
談
や
保
健
相
談
な
ど
▼

持
参
物
／
療
育
手
帳
、身
体
障
害
者
手
帳
、

障
害
基
礎
年
金
証
書
な
ど
▼
申
込
み
／
７

月
28
日（
水
）ま
で
に
高
齢
障
害
課
1
22

―
８
４
６
３

ゆ
め
風
車
ま
つ
り
の
実
行
委
員

10
月
11
日（
祝
）に
永
源
山
公
園b

で

開
催
す
る
予
定
の「
ゆ
め
風
車
ま
つ
り
」の

企
画
や
運
営
を
す
る
実
行
委
員
と
、イ
ベ

ン
ト
を
行
う
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
／
７
月
16
日（
金
）ま
で
に
新
南

陽
総
合
支
所
都
市
整
備
課
1
61
―
３
０

６
９
、ま
た
は
永
源
山
公
園
管
理
事
務
所

1
63
―
７
８
９
９

募
集
 

募 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

こ
の
夏
開
催
さ
れ
る
、高
校
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
日
と
場
所
／
８
月
２
日（
月
）・
３
日

（
火
）、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ーa

▼
募
集

人
数
／
10
人（
２
日
共
参
加
で
き
る
人
）▼

申
込
み
期
限
／
７
月
10
日（
土
）▼
問
合

せ
／
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
28
―
８
８
８
３

一
輪
車
選
手
権
大
会

▼
対
象
／
小
学
生
▼
日
時
と
場
所
／
９

月
４
日（
土
）８
時
30
分
〜
市
陸
上
競
技

場a
▼
種
目
／
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部
、ス
プ
リ
ン

ト
の
部
▼
持
参
物
／
一
輪
車
▼
申
込
期

限
／
７
月
16
日（
金
）▼
問
合
せ
／
市
民
ス

ス
ポ
ー
ツ
 

ポ
ー
ツ
課
1
28
―
８
８
８
３
、ま
た
は
各
教

育
委
員
会
総
合
出
張
所
担
当
窓
口
。
新
南

陽
1
62
―
２
６
７
８
、熊
毛
1
92
―
０
０

２
６
、鹿
野
1
68
―
３
４
２
４

献
血
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

献
血
を
し
な
い
人
も
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所
／
７
月
21
日（
水
）10
時

〜
16
時
、フ
ジ
新
南
陽
店
▼
内
容
／
献
血
、

福
引
き
、輪
投
げ
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総

合
支
所
福
祉
課
1
61
―
３
０
８
８

七
夕
献
血

夏
場
に
不
足
し
が
ち
な
輸
血
用
血
液

を
確
保
し
、献
血
意
識
を
高
め
る
た
め
、献

血
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
と
場
所
／
７
月
３
日（
土
）・
４
日

福
祉
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募集 動物園のドキドキ
サマースクール

動物舎の清掃や動物たちのえさ作

り、えさやりなどを体験し、普段は入るこ

とができない動物園の裏側を見ること

ができます。いつもは見ているだけの動

物たちを、身近に感じるチャンスです。

［対象］ 小学5・6年生

［日時］ 7月28日（水）、8月4日（水）、

25日（水）の3回。いずれも8時30分～

15時

［募集人数］ 各20人（応募者多数

の場合は抽選）

［申込み］7月1日（木）～20日（火）に

はがき、ファックス、Ｅメールで、氏名（ふ

りがな）、住所、電話番号、学校名、学

年、性別、希望日を書いて、〒745―

0874大字徳山5846徳山動物園122

―8640、522―8641、Ｅメールdobutsuen

@city.shunan.yamaguchi.jp

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.shunan.yamaguchi.jp/



（
日
）10
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
30
分
〜
16

時
30
分
、ピ
ピ
５
１
０a

▼
内
容
／
献
血
、

抹
茶
サ
ー
ビ
ス
、ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
な
ど
▼
問

合
せ
／
社
会
課
1
22
―
８
４
６
５

敬
老
祝
金

今
年
新
た
に
対
象
に
な
る
人
と
、既
に

対
象
に
な
っ
て
い
る
人
で
、ま
だ
申
請
を
し

て
い
な
い
人
に
は
、７
月
上
旬
に
申
請
書
を

送
り
ま
す
の
で
、申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
申
請
を
し
て
い
る
人
で
、振
込
先

を
変
更
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
／
８
月
31
日
現
在
、本
市
に
住
ん

で
い
る
満
75
歳
以
上
の
人
▼
申
請
期
限
／

７
月
30
日（
金
）▼
金
額
／
５
０
０
０
円

（
郵
便
局
を
除
く
金
融
機
関
に
、９
月
末

ま
で
に
振
込
予
定
）▼
問
合
せ
／
高
齢
障

害
課
1
22
―
８
４
６
２
、ま
た
は
各
総
合

支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０
５

９
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
２
、鹿
野
1
68

―
２
３
３
２

鹿
野
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
く
ら
ぶ
」

遊
び
や
お
し
ゃ
べ
り
を
通
し
て
、子
ど
も

と
母
親
の
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
と
場
所
／
▽
７
月
６
日（
火
）、鹿

野
保
育
園
▽
15
日（
木
）、こ
ど
も
す
く
す

く
セ
ン
タ
ーd

▽
20
日（
火
）、鹿
野
保
育
園

▽
27
日（
火
）、鹿
野
保
育
園
▼
時
間
／
い

ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30
分
▼
問
合
せ
／

鹿
野
保
育
園
1
68
―
３
３
４
４

作
っ
て
た
め
し
て
サ
イ
エ
ン
ス
6

▼
対
象
／
小
学
生
▼
日
時
と
場
所
／
７

月
27
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時
、中
央
図

書
館a
▼
講
師
／
室む
ろ

長な
が

大だ
い

應お
う

さ
ん（
徳
山

高
専
教
授
）▼
内
容
／
水
に
浮
く
モ
ー
ル

を
使
っ
た
ア
メ
ン
ボ
作
り
な
ど
▼
定

講
座
・
講
演
 

い
ず
れ
も

定
員
／
10
人（
申
込
順
）▼

申
込
み
／
サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛c

1
92
―

０
２
０
０

親
子
木
工
教
室

▼
対
象
／
小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族
▼
日

時
と
場
所
／
８
月
１
日（
日
）９
時
〜
16

時
、大
田
原
自
然
の
家a

▼
募
集
人
数
／

40
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
参

加
料
／
１
人
８
０
０
円
▼
申
込
み
／
７
月

26
日（
月
）ま
で
に
、は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
で
、参
加
者
全
員
の
氏
名
、性
別
、

年
齢（
児
童
生
徒
は
学
校
名
、学
年
、組
）、

郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
を
書
い
て
〒

７
４
５
―
０
５
１
１
中
須
北
３
１
９
４
大

田
原
自
然
の
家
1
・
5
89
―
０
４
６
１
、Ｅ

メ
ー
ルotabara@

city.shunan.yam

aguchi.jp

森
と
湖
に
親
し
む
集
い

▼
対
象
／
小
学
生
と
そ
の
親
▼
日
時
と
場

所
／
７
月
30
日（
金
）９
時
30
分
〜
12
時
、

新し
ん

平ぺ
い

ヶが

原は
ら

公
園d

▼
内
容
／
水
辺
の
教
室

や
魚
の
放
流
な
ど
▼
定
員
／
40
組（
申
込

順
）▼
申
込
み
／
７
月
16
日（
金
）ま
で
に

新
南
陽
総
合
支
所
産
業
振
興
課
1
61
―

３
０
５
６
、ま
た
は
鹿
野
総
合
支
所
産
業

振
興
課
1
68
―
２
３
３
１

催
し
 

員
／
30
人（
申
込
順
）▼
持
参
物
／
空
の

１
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
▼
材
料
費
／
１

０
０
円
▼
申
込
み
／
中
央
図
書
館
1
22
―

８
６
８
２

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
の

パ
ソ
コ
ン
中
級
講
習
会

ワ
ー
ド

内
容
／
チ
ラ
シ
・
カ
ー
ド
・
往
復

は
が
き
作
成
な
ど
▼
期
日
／
７
月
20
日

（
火
）〜
22
日（
木
）18
時
30
分
〜
21
時
30

分
▼
申
込
み
期
限
／
７
月
13
日（
火
）▼
受

講
料
／
８
６
３
０
円

エ
ク
セ
ル

内
容
／
家
計
簿
の
作
成
な
ど

▼
期
日
／
７
月
27
日（
火
）〜
29
日（
木
）

18
時
30
分
〜
21
時
30
分
▼
申
込
み
期

限
／
７
月
13
日（
火
）▼
受
講
料
／
８
６
３

０
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

期
日
／
７
月
23
日

（
金
）
18
時
30
分
〜
21
時
30
分
▼
申
込
み

期
限
／
７
月
13
日（
火
）▼
受
講
料
／
２
０

０
０
円
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7月1日（木）～6日（火）は徳山クラウン争奪戦（GI）
1日の第12レースにはドリーム戦が行われます。また、開催期間中はファン

サービスとして、先着2,000人にお楽しみカードなどが配られます。
［主なイベント］ 1日（木）選手紹介・ドリーム戦出場選手インタビュー、3日
（土）ふれあい動物コーナー、4日（日）ジャグリング、6日（火）優勝戦出場選
手インタビュー、優勝選手表彰
［問合せ］ 競艇事業部125―0540

福祉 乳幼児医療費と
母子・父子医療
費の助成

乳幼児医療

費と母子・父

子医療費の助

成制度では、

保険診療の自

己負担分を助

成します。

引き続き助成を受けようとする人

で、まだ更新の手続きをしていない

人は、至急手続をしてください。

また、新規に助成を受けようとす

る人は、請求の手続をしてください。

■乳幼児医療費助成

［対象］ 義務教育就学前の子ども

※助成範囲は、世帯の所得及び年

齢により異なります。

■母子・父子医療費助成

［対象］ 高校生までの子どもを養

育している母子・父子世帯の母・父

とその子ども、並びに母父のいない

子ども

［所得制限］ 世帯の平成16年度

定率控除前の市民税所得割が非

課税であること

■いずれも

［問合せ］ 児童家庭課122―８

４６０、または各総合支所担当窓口。

新南陽161―３０８５、熊毛192―

０２５２、鹿野168―２３３２



名
作
シ
ネ
マ
劇
場

▼
日
時
と
場
所
／
７
月
25
日（
日
）10
時

〜
と
14
時
〜
、サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
▼
内

容
／
映
画
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・ニ
モ
」▼
入

場
料
／
前
売
り
６
０
０
円
、当
日
８
０
０

円
※
３
歳
以
下
は
無
料
。▼
問
合
せ
／
サ

ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
1
92
―
０
２
０
０

少
年
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル

周
南
大
会

中
学
生
の
考
え
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
と
場
所
／
７
月
10
日（
土
）13
時

〜
、
市
民
館a

▼
入
場
料
／
無
料
※
熊

毛
・
鹿
野
総
合
支
所
か
ら
は
送
迎
バ
ス
を
運

行（
各
受
付
順
25
人
）。▼
申
込
み
／
社
会

課
1
22
―
８
４
６
５

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
作
業

市
内
全
域
で
、計
量
法
で
定
め
ら
れ
た

検
定
有
効
期
間
が
満
了
前
の
水
道
メ
ー
タ

ー
を
、順
次
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

▼
費
用
／
無
料
▼
作
業
／
受
託
業
者
の

作
業
員
が
宅
地
内
に
入
り
行
う
▼
作
業

時
間
／
通
常
10
〜
30
分
程
度
か
か
り
、こ

の
間
断
水（
不
在
の
場
合
で
も
、取
り
替
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

※
水
道
局
で
は
給
水
器
具
や
浄
水
器
な

お
知
ら
せ
 

ど
の
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪

問
販
売
に
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
水
道
局
1
22
―
８
６
１
５
、

西
部
事
務
所b

1
61
―
３
１
３
５
、熊
毛

総
合
支
所
市
民
生
活
課
1
92
―
０
０
１

９
、鹿
野
総
合
支
所
市
民
生
活
課
1
68
―

２
３
３
３

市
美
術
展

今
年
も
市
美
術
展
を
、10
月
に
開
催
し

ま
す
。
募
集
要
綱
は
市
広
報
８
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
1
22
―
８
６
２

１小
学
校
の
教
科
書
展
示
会

▼
展
示
／
平
成
17
年
度
か
ら
使
用
す
る

予
定
の
教
科
書
見
本
▼
日
時
／
７
月
30
日

（
金
）ま
で
の
９
時
〜
16
時
30
分
※
土
・
日

曜
日
、祝
日
を
除
く
。▼
場
所
／
教
育
委

員
会
、教
育
委
員
会
各
総
合
出
張
所
、周

南
教
育
事
務
所（
周
南
総
合
庁
舎
内a

）

▼
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
1
22
―
８
５
４

２訂
正６

月
15
日
号
の
消
防
設
備
士
再
講
習
の

申
込
み
締
切
日
は
、「
８
月
13
日（
金
）」で

す
。

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課
1
22
―

８
７
７
２
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代
々
木
公
園
地
下
駐
車
場a

に
、

自
動
精
算
機
を
設
置
し
、利
用
方
法
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

利
用
方
法

●
入
場
は
、入
口
の
発
券
機
で
駐
車
整

理
票
を
取
り
入
場

●
精
算
は
、出
口

の
自
動
精
算
機
に
駐
車
整
理
票
を
入

れ
精
算

●
定
期
駐
車
は
、入
口
・
出

口
と
も
専
用
パ
ス
カ
ー
ド
を
使
用

お
願
い

●
旧
50
円
回
数
券
は
自
動
精
算
機
で

代
々
木
公
園
地
下

駐
車
場
の
利
用
方
法

は
使
え
ま
せ
ん
。徳
山
駅
前
駐
車
場
で
、

新
し
い
回
数
券
と
交
換
し
て
い
ま
す

（
市
営
駐
車
場
共
通
の
お
得
な
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
も
、徳
山
駅
前
駐
車
場
で

販
売
し
て
い
ま
す
）。

●
２
０
０
０
円

を
超
え
る
高
額
紙
幣
は
、自
動
精
算
機

で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
代
々
木
公

園
地
下
駐
車
場
で
は
、高
さ
が
１
７
５

b
を
超
え
る
車
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
営
駐
車
場
で
は
、安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
防
犯
用
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、巡
回
監
視
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

生
活
安
全
課
1
22
―
８
２

４
０

お
知
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始

す
る
た
め
、一
部
の
地
域
で
は
、現
在
の

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
内
で
は
、熊
毛
地
域
の
南
部
地
区

を
中
心
に
、こ
の
た
め
の
調
査
が
、今
月

か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
は
、身
分
証
明
書
を
も
ち
腕
章

を
付
け
た
調
査
員
が
、屋
外
か
ら
行
い

ま
す
。

調
査
の
結
果
、テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

設
定
の
変
更
や
、ア
ン
テ
ナ
の
取
り
替
え

工
事
が
必
要
と
な
る
皆
さ
ん
に
は
、後

日
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
の
工
事
費
用
は
、国
が
全

額
負
担
し
ま
す
。こ
れ
を
装
っ
た
悪
質

商
法
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

情
報
政
策
課
1
22
―
８
２

３
５
、ま
た
は
山
口
地
域
受
信
対
策
セ

ン
タ
ー
7
０
１
２
０
―
８
８
０
４
９
６

熊
毛
地
域
の
テ
レ
ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
変
更

お
知
ら
せ

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.shunan.yamaguchi.jp/



定
め
直
し
、11
月
１
日
か
ら
適
用
し
ま
す
。

▼
都
市
計
画
区
域
名
／
周
南
都
市
計
画

区
域
、熊
毛
都
市
計
画
区
域
▼
問
合
せ
／

都
市
計
画
課
1
22
―
８
４
２
６
、県
建
築

指
導
課
1
０
８
３
―
９
３
３
―
３
８
３
５

櫛
ヶ
浜
の
ア
サ
リ
貝
毒
規
制
解
除

４
月
21
日
か
ら
実
施
し
て
き
た
櫛
ヶ
浜

a

の
ア
サ
リ
貝
採
取
の
自
主
規
制
が
、６
月

21
日
の
貝
毒
検
査
の
結
果
、３
回
連
続
し

て
規
制
値
を
下
回
っ
た
た
め
、６
月
22
日
か

ら
解
除
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
水
産
課
1
22
―
８
３
６
６

下
水
道
指
定
工
事
店（
新
規
）

▼
業
者
名
／
▽
1
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン（
山
口
市
）1
０
８
３
―
９
３
４
―

４
１
２
３
▽
2
北
野
商
会（
平
生
町
）1
０

８
２
０
―
58
―
０
０
３
７
▼
問
合
せ
／
下

水
道
整
備
課
1
22
―
８
４
１
１

市
有
地
の
売
却

▼
場
所
／
築
港
町
58
▼
地
目
／
宅
地
▼

面
積
／
２
９
７
・
53
g（
公
簿
）▼
売
却
方

法
／
一
般
競
争
入
札
▼
入
札
の
日
時
と

場
所
／
７
月
26
日
（
月
）
10
時
45
分
〜
、

入
札
管
理
室
▼
入
札
参
加
申
込
み
期

限
／
７
月
22
日（
木
）16
時
30
分
▼
入
札

保
証
金
／
入
札
金
額
の
５
％
以
上
▼
問

合
せ
／
利
用
上
の
制
限
な
ど
詳
し
く
は

総
務
課
1
22
―
８
２
８
１

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

夏
は
、家
族
や
若
者
が
レ
ジ
ャ
ー
の
た
め
、

普
段
通
ら
な
い
道
を
通
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
普
段
以
上
に
、交
通
安
全
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
期
間
／
７
月
12
日（
月
）〜
21
日

（
水
）▼
重
点
目
標
／
▽
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
▽
２
輪
車
・
自
転
車
の

交
通
事
故
防
止
▼
問
合
せ
／
生
活
安
全

課
1
22
―
８
２
４
０

ふ
頭
内
の
立
ち
入
り
制
限

海
上
人
命
安
全
条
約
が
改
正
さ
れ
、外

国
船
が
利
用
す
る
港
湾
施
設
で
の
保
安

対
策
の
強
化
が
、国
際
的
な
約
束
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、外
国
船
が
出
入
り
す
る
晴

海a

・
新
南
陽
・
下
松
第
２
ふ
頭
は
、フ
ェ
ン

ス
や
ゲ
ー
ト
な
ど
を
設
置
し
、７
月
１
日

（
木
）以
降
、人
や
車
両
な
ど
が
許
可
な
く

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
河
川
港
湾
課
1
22
―
８
３
８

１
、ま
た
は
県
周
南
港
湾
管
理
事
務
所a

1
22
―
１
７
８
７

用
途
地
域
の
指
定
が
な
い
地
域
の

建
築
形
態
規
制

建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、都
市
計

画
区
域
内
で
用
途
の
指
定
が
な
い
地
域
の

容
積
率
な
ど
を
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
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市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
徳
山
駅
ビ
ル
）

を
会
場
に
、県
内
５
つ
の
学
校
と
本
市

が
共
同
で
開
催
し
ま
す
。

電
気
通
信
工
事
担
任
者
資
格
講
座

日
時

８
月
26
日（
木
）〜
10
月
21
日

19
時
〜
20
時
30
分（
全
８
回
）

講
師

小こ

林
ば
や
し

明あ
き

伸の
ぶ

さ
ん
、山や
ま

田だ

健け
ん

仁じ

さ
ん（
徳
山
高
専
）

受
講
料

２
０
０
０
円

夏
休
み
デ
ザ
イ
ン
教
室

対
象

小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生

日
時

８
月
24
日（
火
）〜
26
日（
木
）、

周
南
サ
テ
ラ
イ
ト

カ
レ
ッ
ジ

講
座

９
時
〜
12
時（
全
３
回
）

講
師

岸き
し

勤
つ
と
む
さ
ん（
山
口
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
）

受
講
料

無
料

※
別
に
教
材
費
が
必
要
で
す
。

定
員

20
人

い
ず
れ
も

申
込
み

電
話
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、講
座
名
、住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
書
い
て
、企
画
調

整
課
内
周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
事

務
局
1
22
―
８
４
７
８
、5
22
―
８
４
７

５
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://

w
w
w
.city.shunan.yam

aguchi.jp/

hp/kikaku/

７月の納付
●固定資産税　　　２期
●国民健康保険料　２期
●介護保険料　　　２期

７
月
は
、社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
強
調
月
間
、青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、罪
を
犯
し
た
人
や

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を
支
え
る

た
め
、学
校
、家
庭
、職
場
、地
域
社
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
運
動
で
す
。

運
動
期
間
中
の
街
頭
Ｐ
Ｒ

▽
７
月
１
日（
木
）、イ
ズ
ミ
新
南
陽
店
、

フ
ジ
新
南
陽
店
、丸
久
福
川
店b

▽
４
日（
日
）、Ｊ
Ｒ
徳
山
駅
前
及
び
商

店
街

▽
17
日（
土
）、こ
ど
も
夏
祭
り
会
場

（
あ
お
ば
幼
稚
園c

）

▽
30
日（
金
）、天
神
祭
り
会
場d

問
合
せ

社
会
課
1
22
―
８
４
６
５

お
知
ら
せ

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動

市税や保険料の納付には、便利な口座振替を

お勧めします。利用する金融機関または郵便局で、

「納税通知書」などと、貯金通帳とその通帳の印

鑑をお持ちになって申し込んでください。



転
作
田
の
現
地
確
認

今
年
度
か
ら
「
産
地
づ
く
り
交
付
金
」

の
交
付
対
象
水
田
と
、水
稲
共
済
非
加
入

者
の
転
作
田
に
つ
い
て
、現
地
確
認
を
実
施

し
ま
す
。

▼
実
施
時
期
／
７
月
上
旬
〜
▼
問
合

せ
／
農
政
課
1
22
―
８
３
５
６
、ま
た
は

各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―

３
０
５
３
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
４
、鹿
野

1
68
―
２
３
３
２

使
用
料
収
納
事
務
の
委
託

市
で
は
、６
月
15
日
〜
10
月
31
日
の
永

源
山
公
園
プ
ー
ルb

の
使
用
料
収
納
事
務

を
体
育
協
会
に
委
託
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
都
市
整

備
課
1
61
―
３
１
１
７

不
審
者
や

不
審
な
は
が
き
な
ど
に
ご
注
意
を

最
近
、社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国

民
年
金
推
進
員
を
装
い
、国
民
年
金
保
険

料
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
事
例
が
起
き

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
国
民
年
金
が
未
納
で
あ
る
、連

絡
し
な
い
と
法
的
に
対
処
す
る
」
と
い
う

内
容
の
は
が
き
が
「
国
民
年
金
セ
ン
タ
ー
」

と
名
乗
る
と
こ
ろ
か
ら
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
団
体
は
、社
会
保
険
事
務
所
と
は
無

関
係
の
団
体
で
す
。は
が
き
を
受
け
取
っ
て

も
連
絡
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

不
審
と
思
っ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
社
会

保
険
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
、注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
保
険
年
金
課
1
22
―
８
３
１

６
、ま
た
は
徳
山
社
会
保
険
事
務
所
1
31

―
２
１
５
４

育
児
学
級

▼
対
象
／
３
〜
５
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
も

つ
母
親
▼
期
日
と
内
容
／
▽
８
月
５
日

（
木
）、離
乳
食
の
す
す
め
方
▽
19
日（
木
）、

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
▽
26

日（
木
）、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
チ
ェッ
ク
▼
時

間
／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
▼
場
所
／

新
南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
実
習
材
料
費
／

３
０
０
円
▼
持
参
物
／
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、バ
ス
タ
オ
ル
▼
申
込
み
／
新
南

陽
総
合
支
所
健
康
増
進
課
1
61
―
３
０

９
１

と
く
や
ま
っ
ぷ
２

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
情

報
を
掲
載
し
た
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

健
康
増
進
の
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ー
ス
／
櫛
浜
・
大
島
・
大
津
島
・
四
熊
・

小
畑
・
菊
川
地
区
な
ど
▼
問
合
せ
／
健
康

増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

保
健
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【
事
例
】「

最
近
、お
肌
の
調
子
は
ど
う

で
す
か
。
安
く
手
入
れ
を
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
電
話
が
か
か
り
、店

に
行
く
と
、家
で
も
手
入
れ
が
で
き
る

と
、化
粧
品
な
ど
を
80
万
円
で
勧
め
ら

れ
契
約
し
ま
し
た
。ま
た
次
に
行
く
と
、

美
顔
器
を
50
万
円
で
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。よ
く
考
え
て
み
る
と
高
い
の
で
、解

約
し
た
い
の
で
す
が
、化
粧
品
は
、使
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

契
約
書
を
確
認
し
た
結
果
、契

約
し
た
日
か
ら
８
日
以
内
で

し
た
か
ら
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
通
知
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。し
か
し
使
用
し
た
化
粧
品
な

ど
に
つ
い
て
は
、料
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

肌
の
手
入
れ
を
安
価
で
し
て
も
ら
い

商
品
を
勧
め
ら
れ
る
と
、断
り
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、本
当
に
自
分
に

必
要
な
の
か
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ

の
場
し
の
ぎ
で
安
易
に
契
約
を
せ
ず
、

は
っ
き
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
を

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
２
１

夏
は
、肌
の
調
子
や
、体
型
が
気
に
な
る
季
節
で
す
。し
か
し
、そ
れ
に
つ
け

込
ん
で
高
額
な
商
品
の
契
約
を
強
要
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
甘
い
言
葉

に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
、必
要
の
な
い
商
品
や
、サ
ー
ビ
ス
の
契

約
を
迫
ら
れ
た
場
合
は
、は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活 

の
知
恵 

必
要
が
な
い
商
品
は

き
っ
ぱ
り
と
断
る
勇
気
を

ＱＡ

シリーズ ３



徳
山
地
域
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、ご
み
の
分
別
で
悩

む
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
ス
ー
パ
ー
の
袋
や
ラ

ッ
プ
、金
具
の
付
い
た
バ
ッ

グ
類
は
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

徳
山
地
域
で
は
、ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
や
ラ
ッ

プ
は
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
に
な
り
ま
す
。
金
具

の
付
い
た
バ
ッ
グ
類
は
、バ
ッ
グ
の
本
体
が
布
製

で
あ
れ
ば
、フ
ァ
ス
ナ
ー
や
止
め
金
具
な
ど
を
す

べ
て
取
り
外
せ
ば
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に
出
せ
ま

す
が
、金
具
が
取
り
外
せ
な
か
っ
た
り
、本
体
が

ナ
イ
ロ
ン
製
な
ど
の
も
の
は
、「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
分
別
方
法

は
、徳
山
・
新
南
陽
・
熊
毛
・
鹿
野
地
域
で
異
な
り

ま
す
。
各
地
域
の
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

廃
棄
物
リ

サ
イ
ク
ル
課
1
22
―

８
３
０
３

1

【火災件数】3件（本年累計24件 ）

天ぷらなど揚げ物の途中でその場を離れるときは、必ず、こんろの火を消しましょう

【交通事故件数】●死亡事故0人（本年累計 5人）●傷者数93人（本年累計543人）

レジャーシーズンを迎え、遠出をする機会が増えますが、交通安全には十分気をつけましょう

「マンモグラフィーってなあに？」
（7月1日～15日）

■CCS（4チャンネル）
毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分
■岐北テレビでもご覧になれます。

【人口】157,544人（前月比－70）

［男］75,805人（前月比－13）［女］81,739人（前月比－57）
●出生94人 ●死亡129人　●転入364人　●転出399人

【世帯】65,317人（前月比＋48）

平成16年6月1日現在

平成16年5月の発生件数

■空から見た徳山の歴史（写真展）
［期間と場所］7月3日（土）～18日（日）11
時～19時、ふれあいパーク街あい（徳山高専
夢広場）A
［問合せ］徳山高専夢広場129―6327

■ゆかた無料着つけ講習会
［日時と場所］7月18日（日）10時～12時、
岐山公民館A
［用意する物］ゆかた、半幅帯、帯板など
［問合せ］岐山公民館122―8876

■スズムシの無料配布
［日時と場所］7月18日（日）10時～、岐山
公民館A
［持参物］虫かご（プラスチックケース）、土

［問合せ］岐山公民館122―8876

■巡視船「くろかみ」体験航海乗船
［日時と場所］7月19日（月）8時25分～、10
時～、12時15分～、14時10分～、徳山港の
晴海ふ頭
［問合せ］徳山海上保安部巡視船くろかみ
体験航海係131―0111

■ダムと発電所の見学会
［日時］7月21日（水）～27日（火）9時～16時
［見学場所と問合せ］菅野ダムA186―
2331、菅野発電所A132―6070、川上ダ
ムA162―2982

■親子で親しむ夏休みマンガ・アニメ教室
［対象］市内在住の小学4年生以上とその保
護者30組（申込順）
［日時と場所］7月22日（木）、23日（金）の
いずれか1日、13時～16時、徳山大学
［内容］デジタルアニメの製作を体験
［申込み］7月1日（木）～15日（木）に徳山
大学総務課128―0411

■巡回ふれあい教育相談
［日時と場所］7月22日（木）市民館A、27
日（火）勝間ふれあいセンターC、28日（水）
鹿野公民館、29日（木）新南陽公民館
※時間はいずれも13時～16時です。
［問合せ］周南教育事務所学校教育課121
―3595

■創作童話の講演と絵本づくり
［日時と場所］7月24日（土）10時～12時、
新南陽図書館
［問合せ］手作り絵本＆読み聞かせの会あん
ぶれら藤井さんB163―1032

■赤十字救急法救急員養成講習会
［日時と場所］8月4日（水）～7日（土）9時
～17時、新南陽総合福祉センター
［申込み］7月12日（月）までに日本赤十字
社山口県本部1083―922―0102

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

今
回
特
集
で
ご
紹
介
し
た
本

市
が
制
定
し
た
条
例
は
何
で
し
ょ
う
。

q
情
報
公
開
促
進
条
例

w
個
人
情
報
保
護
条
例

e
巨
人
情
報
公
開
条
例

応
募
方
法

７
月
15
日（
木
）必
着
で
、

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
、市
政
や
広
報

の
記
事
に
対
し
て
の
意
見
・
感
想
、住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
書

い
て
、〒
７
４
５
―
８
６
５

５
岐
山
通
１
―
１
周

南
市
広
報
広
聴
課
「
ク

イ
ズ
係
」へ
。

前
回
の
答
え

q
水
切
り

応
募
総
数
84
通
の
中
か
ら
抽

選
で
次
の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
児
玉

か
お
り
さ
ん
、浜
田
雅
子
さ
ん
、木
原
智

成
さ
ん
、藤
井
ま
ゆ
み
さ
ん
、渡
辺
敬
二

さ
ん

●編集後記●
最近、新聞やテレビで会社な

どが持つ大量の個人情報の流

出が報じられ、大きな社会問題

になっています。特集で取り上

げた情報公開条例と個人情報

保護条例は、情報の開示と保

護という一見相反するものです

が、共に市民の皆さんの権利を

守るものです。この機会に「情

報」について考えてみませんか。

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書
カー
ドを

プレ
ゼン
ト

お便り



｢チコ｣ 1996年 

｢群馬の人｣ 1952年 

｢帽子･夏｣ 1972年 

周南市文化会館チケット発売情報 
■会員発売…8/1（日）  ■一般発売…8/8（日） 

日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家 

佐
藤
忠
良 

　  
人
間
の
真
実
の
姿
を
求
め
続
け
た 

　
　
　
　
　
　
　  

具
象
彫
刻
70
年
の
足
跡 

さ
　 

と
う 

ち
ゅ
う
り
ょ
う 

〒745-0874 周南市公園区5854-41 　0834-22-8787周南市文化会館よりお知らせ 

「
僕
の
つ
く
る
人
物
像
は
、
い
つ
も
普
通
に
暮
ら
し
て
い

る
市
井
の
人
が
中
心
で
す
。
ど
こ
に
で
も
い
る
人
の
、

素
朴
な
人
間
性
に
惹
か
れ
る
の
で
す
、
そ
ん
な
存
在
を

通
し
、
人
間
の
厳
し
さ
や
優
し
さ
を
彫
刻
で
表
現
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」 

（
佐
藤
忠
良
／
安
野
光
雅
『
願
い
は
「
普
通
」
』
よ
り
） 

 

　
写
実
表
現
に
よ
り
ひ
た
す
ら
に
人
間
を
見
つ
め
続
け
、
90

歳
を
超
え
た
現
在
も
活
躍
す
る
現
代
日
本
を
代
表
す
る
彫

刻
家 

佐
藤
忠
良 

氏
（
1
9
1
2
﹇
明
治
45
﹈〜
）。 

 

　
そ
の
作
品
は
、
深
い
詩
情
と
精
神
性
を
た
た
え
、
我
々

の
心
に
新
鮮
な
感
動
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
彫

刻
の
み
な
ら
ず
、「
お
お
き
な
か
ぶ
」
な
ど
の
絵
本
挿
絵
、
さ

ら
に
は
独
自
の
教
育
論
な
ど
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 
 

　
本
展
で
は
、
作
家
所
蔵
作

品
を
中
心
に
彫
刻
作
品
61
点
、

デ
ッ
サ
ン･

ス
ケ
ッ
チ
88
点
を

展
示
。
彫
刻
作
品
の
代
表
作

に
加
え
、
初
の
一
般
公
開
と

な
る
旅
先
で
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ

チ
に
よ
っ
て
佐
藤
忠
良
氏
の

芸
術
の
全
貌
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。 

坂本冬美 
コンサート 
坂本冬美 
コンサート 

松江改め松江改め 二代目二代目 中村魁春中村魁春 松江改め 二代目 中村魁春 

二代目二代目 中村吉右衛門中村吉右衛門 二代目 中村吉右衛門 

世界最高峰・ショパンコンクールのオフィシャル・オーケストラ。コンクール最高位
受賞ピアニストたちとの再会。コンクール最終戦の緊張と感動を再現する！ 12/5（日）17：00　周南市文化会館 

Ｓ席10,000円　Ａ席8,000円　Ｂ席6,000円 
学生席3,000円　※文化振興財団会員500円割引 

第14回西京コンサート 第14回西京コンサート 

ワルシャワ国立 
フィルハーモニー管弦楽団 
ワルシャワ国立 
フィルハーモニー管弦楽団 

松江改め  二代目 中村魁春襲名披露 
かい  しゅん 

魅せます、聴かせます。妖しく力強く　　　。 

グリム兄弟原作。ヨーロッパではクリスマスの定番。一行160人。 
〈全3幕・原語上演・字幕スーパー付き〉 

ヤナーチェク記念　チェコ国立ブルノ歌劇場 

『ヘンゼルとグレーテル』 『ヘンゼルとグレーテル』 『ヘンゼルとグレーテル』 中村吉右衛門が率いる一行85名がお目見え！ 
一、双蝶々曲輪日記　引窓　一幕 

二、二代目中村魁春襲名披露　口上　一幕 

三、仮名手本忠臣蔵 道行旅路の花聟　落人 

ふたつ ちょうちょう く る わ に っ き ひきまど 

こうじょう 

おちうど はなむこ みちゆき たびじ  

【
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7/31（土）　　　　　　周南市文化会館 
Ｓ席7,000円　Ａ席6,000円　※文化振興財団会員500円割引 

昼の部14：00 
夜の部18：00

好評発売中 

10/23（土）　　　　　　周南市文化会館 
Ｓ席6,000円　Ａ席5,000円　※文化振興財団会員300円割引 

昼の部14：00 
夜の部18：00

好評発売中 

9/8（水）　　　　　　周南市文化会館 
特等6,500円　一等5,500円　二等4,500円　三等2,500円 
学生（小中高生）1,500円　※文化振興財団会員500円割引 

昼の部14：00 
夜の部18：00

好評発売中 

9/19（日）15：00　周南市文化会館 
Ｓ席6,500円　Ａ席5,500円　Ｂ席4,500円　Ｃ席3,500円　 
学生（小中高生）2,000円　※文化振興財団会員300円割引 

好評発売中 

ピアノ ：    
ケヴィン・ケナー 
ピアノ ：  
ケヴィン・ケナー 

ピアノ ：    
フィリップ・ジュジアーノ 
ピアノ ：  
フィリップ・ジュジアーノ 

【プログラム】 
シベリウス　交響詩「フィンランディア」 
ショパン　　ピアノ協奏曲第1番・2番 
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アトリエ　2004年3月 

佐藤忠良展 

周南市美術博物館 
平成16年 7月30日（金）～9月20日（月･祝） 

■開館時間 ： 午前9時30分～午後5時（入館は4時30分まで） 
■休館日 ： 月曜日〔ただし9月20日（月･祝）は開館〕 
■観覧料 ：  一般 900円（800円）　大学生 600円（500円）  18歳以下無料 
　　　　　（　）内は前売および団体（20名以上） 
■主　催 ： 周南市美術博物館、KRY山口放送、読売新聞西部本社 
■後　援 ： 山口県、山口県教育委員会、下松市、光市、大和町、田布施町および各教育委員会 
■問合せ ： 周南市美術博物館　周南市花畠町10-16　TEL（0834）22-8880 
　　　　　http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/hp/bunka/bihaku.html

■日時 ： 7月30日（金） 
　　　　午後2時～3時30分 
■会場 ： 周南市市民館小ホール 
■申込 ： 電話でお申し込みください 
　　　　（定員200名・先着順　聴講料無料） 
　　　　TEL（0834）22-8880

■開催記念対談■ 
「彫刻と歩み」 「彫刻と歩み」 
佐藤忠良氏と、佐藤氏に師事、以後30年
にわたり氏をサポートし、自身の作品とと
もに佐藤作品のモデルとしても知られる
周南市出身の彫刻家 笹戸千津子氏をお
迎えし、師弟ならではの創作にまつわるお
話をお聞きします。 

クリスマス・オペラ 

ひ 

佐藤忠良氏×笹戸千津子氏 
（彫刻家） 
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